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待ってました。厚田の朝市
毎年おなじみの石狩湾漁協厚田漁港内の朝市が

４月19日から始まりました。

オープン最初の日曜日、22日は朝６時半過ぎ

から朝市を待ちかねていた近郊市民らが次々と訪

れ、揚がったばかりのカレイ類やヒラメ、カジカ、

タコなどの海の幸を買い求めていました。

朝市は10月中旬まで開かれていますが、漁業

形態によって一部の店舗は７月いっぱいで閉めら

れます。現在のプレハブ小屋での期間営業は今年

で最後。来年度からは朝市部会員が自前で建設す

る常設店舗で周年開催される予定です。



2

松前さくら漁協指導漁業士の平沼

すみ子さんは平成10年度に漁業士

の認定を受けました。

平沼さんは「当時はバリバリでだ

んなと二人、定置網の船に乗り、沖

に出ていました。漁師が好きだった

ので、沖の仕事が楽しくて苦にはな

りませんでした」と話します。

3年ほど前に病気にかかり、手術

後、医者の勧めで18年間乗ってい

た船を泣く泣く降りました。

「陸での網仕事や磯での海藻摘み

はしていますが、漁業士の会合に出

ても話が見えにくくなりました。今

は女性部活動に力を入れています

が、漁業士としては、ヤリイカの産

卵床を入れてほしいとか休眠してい

る及部のサケのふ化場を復活させて

ほしいといった浜からの要望は訴え

ていきたいと思っています」

平沼さんは平成16年から大沢地

区の女性部長を務めています。

「去年の5月、松前城築城400年

のイベントで女性部も5単協合同で

何かやろうということになり、ウニ

汁を出しました。あっという間に売

れて、地区女性部単独でもやってみ

ようかと思い、初めて地元のお祭り

でウニ汁とイカ飯を500食ほど売

りました。活動資金をつくるため、

お金は使わないようにと材料は班長

が持ち寄りました。組合の経営が苦

しくなり、女性部への助成金も単協

ごとにはもらえなくなったので、今

後もイベントへの出店は続けていこ

うと思っています」

松前さくら漁協は自己資本比率が

4％で、金融機関最低基準をギリギ

リ満たしているもののJFグループ

の定めた基本方針10％以上の達成

は見込めないとして、今年3月、信

用部門を道信魚連に譲渡しました。

「漁協婦人部の成り立ちは、浜を

支えるため浜の母さんが力を合わ

せ、苦しい生活から１円でも良いか

らと貯金していったのが始まりで

す。いわば貯金運動は婦人部活動の

基本です。いっぱい貯金してもらお

うと、みんなで１軒１軒歩いて集め

たのに譲渡になって通帳はすべて解

約。ほんとに情けなかった。でも、

誰が悪いわけでもありません。魚が

来なくて水揚げが減ったのが最大の

原因。自然がもたらしたことです」

松前町白神産の寒海苔は甘みがあ

って香りも良く、知る人ぞ知るブラ

ンド品として高値で取引されていま

す。白神に住む平沼さんも12月か

ら4月までノリ摘みをしています。

「けっこう、高齢になってもみん

なノリ摘みに出ています。荒磯なの

で転んで波にさらわれたりしたら大

変です。オレンジベストを着用して

ほしいですね」

白神ではイワノリのほか、フノリ

やワカメ、ヒジキ、マツモなど海藻

資源が豊富です。

「地元の人に還元したくて員外者

の女性部員にも海藻を採らせてほし

いと、女性部からの案として実行組

合に出して話し合った結果、今年か

ら4月20日以降5月いっぱいの期

間、3,500円の負担金を払ってヒ

ジキ、マツモ、ワカメの海藻を採れ

ることになりました」

地域で獲れたものを大事にしてい

きたい、白神の海藻類を松前町の特

産品として全国に宣伝していきたい

と平沼さん。

「信用部はなくなっても女性部は

なくしたくありません。今は大変な

ときですが、それを乗り越えないと

何にもできません。一人の力では無

理でもみんなで頑張ればできます。

男の人たちが漁に専念できるよう、

母さんたちのパワーを結集させて浜

を支えていきたいですね」

漁業士発 アクアカルチャーロード

松前さくら漁協指導漁業士
平沼すみ子さん

母さんパワーで
だんなと浜を支える
母さんパワーで
だんなと浜を支える

地区女性部長として

せっかくの貯金運動も

員外者にも海藻摘み
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平成16年に全国で放流された

魚類は全部で36種、7,403万尾

に及んでいます（水産総合センタ

ー）。このうちヒラメは東京、鳥

取と沖縄を除く36全ての沿岸道

府県で放流され、その総数は

2,470万尾に達しています。

インターネットの情報によると

漁獲されたヒラメのうち放流ヒラ

メの占める割合が10%以上を超

える所も多く、なかでも大阪湾で

は30%から50%という驚くべき

結果が報告されています。もちろ

んこの数字は天然のヒラメの数が

少なくなると、相対的に大きくな

ります。しかし、放流ヒラメの割

合が大きくなるとそれに比例して

放流したヒラメ集団と天然のヒラ

メ集団との間で引き起こされる問

題の大きさも増すことになります。

ヒラメでは天然集団と放流した

集団の間に生じる具体的な問題を

研究した例はほとんどありません

が、サケ・マスの仲間では多くの

事例がまとめられています（表

１）。まず、人工種苗魚を大量に

放流することにより、食う－食わ

れるの関係が変化したり、自然界

に疾病や寄生虫が流出したり拡散

したりするという直接的な問題が

生じる可能性があります。また、

数少ない親から稚魚を生産するこ

とで、遺伝的多様性の少ない子供

たちを放流することになり、天然

のヒラメと交雑すると、野生集団

の遺伝的多様性が低下したり、性

質を変えてしまうという間接的な

問題が生じる可能性もあります。

これらのうち間接的な問題を解

決するためには放流する稚魚の親

の数を増やすことが必要です。近

年、産卵親魚の数を増やしたり、

天然の親魚を毎年追加したりして

問題解決のための努力が払われて

います。それでも放流されて生き

残っていく稚魚は、多くの関門を

くぐった超エリートのために遺伝

的多様性が低下してしまうことは

否めません。今回のお話は放流事

業が抱える問題点のお話です。少

し難しくなりそうですので、採卵

から放流直後までを物語風にアレ

ンジして説明していきたいと思い

ます。途中で実際に調べた資料も

お示ししますので、お楽しみくだ

さい。

海に放流されるヒラメはどのよ

うな子ども達なのでしょうか。ま

ずは、大海へ船出するまでに子ど

も達がたどる苦難の道のりのお話

から始めてみることにします。

子ども達のお父さんやお母さん

は大きな水槽で共同生活をしてい

ます。お母さんの中には数カ月に

わたってほぼ毎日卵を産み続ける

肝っ玉母さんもいますが、どうも

餌ばかり食べて肝心の働きをしな

いお母さんもいるようです。その

表１　サケマス類における放流魚が野性集団へ与えた遺伝的影響

選ばれる子ども達

責任ある放流について
考えてみましょう

福井県立大学海洋生物資源臨海研究センター　

准教授　富　永　　　修

今月の
講　座

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学
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ために、子ども達のお母さん候補

はおのずと限られてしまいます。

ある時期になるとお母さんは連

日卵を産むようになりますが、種

苗生産を始める日に生を受けたほ

んの一握りの子ども達しか養育係

のおじさん・おばさん達に育てら

れて成長していくことができませ

ん。せっかく、生まれてもそのま

ま海に放流されてしまう不幸な子

ども達が大半を占めているのが現

実なのです。そのため、育てられ

る子ども達は、わずかな数の親の

血をひいているにすぎず、いくつ

かの兄弟姉妹グループで子ども達

の社会が作られることになりま

す。ただ、親の中には無節操なや

からもいるために、異母兄弟や異

父兄弟が混ざっていて、ちょっと

複雑な血縁関係になっています。

ある年に種苗生産された子ども

達の親子関係を調べた結果を図１

に示しました。この親子鑑定には

犯罪捜査にも使われているＤＮＡ

分析による方法を用いました。父

親と母親のＤＮＡもしっかりと調

べていますから、親ヒラメは言い

のがれができません。

親魚候補として雄が28尾、雌

が20尾飼育されていました。し

かし、実際に子どもづくりに参加

した父親は17尾、母親は13尾で

した。つまり、雌雄ともに60％

程度の親しか子孫に貢献していな

いことがわかりました。さらに、

分析に使った全ての子どもの両親

を鑑別してみると、少し心配な結果

が得られました。親ヒラメに名前を

つけてお話を進めればよいのです

が、今回は個人？情報保護の観点か

ら番号でお話しすることにします。

図1に示したように30番の雄

と15番の雌が約40%の子どもの

親になっていました。この2尾の

絆は強く、なんと40％の子ども

が兄弟姉妹の関係にあったので

す。しかし、その次に多くの子ど

もを残した雄（47番）は7尾の雌

と、また雌（32番）も7尾の雄と関

係を持っていました。平均すると

1尾の雄が3尾の雌と、1尾の雌

が4尾の雄と子どもを作っていま

した。ヒラメの世界では雌のほう

がちょっぴり浮気性なのかも知れ

ません。これが人間の社会だった

ら大変な問題になるでしょうね。

話が少々おかしくなりましたの

で先に続けることにします。こう

して、選ばれた子ども達はお世話

係の人たちの手厚い庇護のもと、

上げ膳据え膳の生活を送ることに

なります。しかし、中にはせっか

くおいしい食事を用意してもらっ

ても上手に食べることができなか

ったり、生まれつき虚弱な子ども

もいて、途中で脱落していく者が

でてきてしまいます。そのうち、

成長していくにつれて集団生活の

中ではつきものの「いじめ」も始

まります。これは、成長に差がで

きてしまい、ガキ大将が小さな身

体のヒラメを追いかけ回すという

行動となって現れます。いじめら

れっ子は水槽の中で行き場を失

い、水面をフラフラ流されて生活

することになります。ストレスで

体の色も真っ黒に変わり、どうみ

ても健康そうにはみえません。こ

れを見かねたお世話係は、子ども

達を大きさごとに分けて住まわせ

るようになります。このように大

きさで選別することにより、小さ

な子どもでも育っていくことがで

きるようになりますが、それでも図１　雄と雌のお相手の数

写真１　北海道余市沖でのヒラメ放流の様子

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学



外の世界を見ることなく短い生涯

を終える者も数多くでてきてしま

います。

一方、水槽の中の快適な生活に

馴染むことのできた子ども達はど

んどん成長し、いよいよ海に旅た

つ日を迎えます（写真１）。放流

されるヒラメは、ほんの一握りの

運の良い子ども達であることをお

分かりいただけたでしょうか。で

も、これからが彼らにとっての本

当の試練の時期となるのです。

ここで、ヒラメの子どもが底の

生活に移り始めた時と放流時（平

均６cm）の家系の組成をみると

面白いことがわかりました（図

２）。ちなみに家系と言うのは父

親と母親が同じ兄弟姉妹のことで

す。先に30番の父親と15番の母

親の子ども達（Fam1）が大ファ

ミリーというお話をしましたが、

この兄弟たちが占める割合は底に

着いた時には26%だったのです

が、放流時には41%まで大幅に

増加していました。一方、グラフ

の一番右端に示された勢力の小さ

い（数が少ない）家系は逆に

41%から21%に減少していまし

た。大きさで選別をかけたり、喧

嘩などで家系の多様性がどんどん

低下したことが見事に反映されて

いました。それでは、自由の世界

に羽ばたいてからはどうなるので

しょうか。放流後の生活について

のお話に進みたいと思います。

いよいよ海に放たれた子ども達

は大きな戸惑いを感じます。これ

までは決まった時間に、決まった

場所で食事をすることができたの

に、誰も食事のお世話をしてくれ

なくなります。また、水槽の中で

はガキ大将で、大きな顔をして威

張っていられたのに、海に出たと

たん、見たことがないような大き

な敵が現れては命をねらわれるよ

うになります。こうなってしまえ

ば、水槽生活での経験など何の役

にも立ちません。水槽の生活に馴

染んでいた子どもよりも、ちょっ

と斜（はす）にかまえて生活して

いた子ども達の方が生命力が強い

のかもしれません。内弁慶は通用

しないのです。水槽の中のように

殿様気分の抜けないバカぼんは、

フラフラと泳ぎ上がっては、食事

はいつかなどと呑気に動き回りま

す。そして、大きな敵に一飲みに

され悲しい結末を迎えることにな

ります。また、餌を上手にとるこ

とができない子ども達は、そのう

ち体力も気力もなくなり、恐ろし

い敵の格好の餌となってしまいま

す。海での壮絶な戦いの幕が切っ

て落とされたのです。

海で生き残れるかどうかにはい

くつかの条件があげられます。一

番目は子ども達の大きさです。あ

まりに小さいサイズで海に放たれ

てしまうと、いくら元気で血筋の

良い子どもでも生き残るのは難し

いでしょう。イチローといえども

中学生の時に大リーグで通用しな

かったことは容易に想像できます。

これまで調べた結果を整理すると

４cm（全長）以下では、海での

生活に順応していくことは難しい

と考えています。子ども達は、あ

る程度の大きさに成長していると

海に放たれても生き残っていくこ

とができるようになります。しか

し、新たに生活し始める場所が、

どのような所であるかが彼らの運

命を変えてしまうのです。関西地

方の有名なＴＶコマーシャルで

「551蓬莱の豚饅（肉まんのこと）

がある日とない日」というのがあ

ります。そこでは、豚饅がある日

は家族団らんで楽しく過ごしてい

るのが、ない日は家族が丸いお膳

の前でひもじげに元気なく落ち込

んでいる様子が描かれています。

実際に、この差が目の前の現実と

5

水槽の中のヒラメ
大海を知らず

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学学

図２　種苗生産期間の家系組成と平均全長の変化



6

なって現れます。そこで、食べる

ものが豊富な時とそうでない時の

ヒラメ達の運命の違いをお話しし

ましょう。

いっぱい食べるものがある時：最

初は餌をとるのに苦労するかもし

れません。１日か２日間、食事に

ありつけない子どももいるでしょ

う。しかし、その後は豊富な食べ

物があるために、ほとんどの子ど

も達が放たれた場所で楽しく生活

し大きくなっていきます。海での

生活にも慣れ、体力もついてくる

と彼らはさらに生活条件の良い場

所を探すためにまだ見ぬ大海へ乗

り出していくことになります。新

たな冒険の旅の始まりです。この

ような条件ではどの兄弟姉妹グル

ープが生き残るかという問題はあ

まり生じないように思えます。ど

んなグループが多かったかは、漁

獲を通して回収された子ども達の

素性（戸籍）を検討することでわ

かってくるでしょう。

天然ヒラメの稚魚も人工種苗の

稚魚もそうですが、私たちが研究

を行っている若狭湾の和田浜（福

井県）では全長60㎜を越えた頃

から深い水深帯に移動していくよ

うです。しかし、これは他の場所

のヒラメ稚魚にも共通していると

言うわけではなさそうです。同じ

若狭湾の京都府由良浜でおこなっ

た調査では天然ヒラメ稚魚の沖へ

の移動が100㎜頃から始まって

いるという結果が得られました。

放流する場所の餌の豊富さが浅い

海域から旅立つ時期と関連してい

ると考えています。

食べ物が少ない時：ヒラメの子ど

も達の運命は劇的に展開します。

一部の子ども達は厳しい条件の中

でもたくましく育ちます。そして、

さっさと新天地を求めて、放たれ

た海から出ていってしまいます。

しかし、多くの子ども達は、何と

か食べ物を確保してやっとの思い

で生活することになります。その

うち、刀折れ矢つきて多くの子ど

もが自然の海に順応できないまま

生涯を終えることになります。私

達は食べ物が少ない時には、子ど

も達は３つのグループに分かれる

と考えています。すなわち、厳し

い環境に順応して成長し、新天地

を求めて旅発つグループ。何とか

食いつないで放たれた場所で鋭気

を養い、その後旅発つグループ。

そして、悲しくも放たれた場所で

命を落とすグループです。自然環

境に順応できる子どもは必ずし

も、水槽の中でのガキ大将ではあ

りません。ちがった質（能力）を

備えた子ども達かもしれません。

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

図４　放流４日目の家系組成及び全長の水深別変化

図３　餌料環境条件の悪いときの平均成長率（放流後５日間）

写真２ 和田浜でのヒラメ稚魚密度調査
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そのため、水槽の中で幅を利かせ

ていた兄弟姉妹グループとは別の

グループが自然で生き残っていく

のかもしれません。どのような特徴

（能力）を持った子ども達が生き残

るかを調べていくことが大切です。

放流した場所での追跡調査（写

真２）から放流後５日間の成長率

を放流後１週間以内に採集された

グループと１週間以上居残ってい

るグループとの間で比較しまし

た。その結果、居残っていたグル

ープでは成長の良いものと悪いも

のの割合が１週間以内に採集され

たグループよりも極端に少なくな

っていました（図３）。つまり、

成長の良いものは放流海域からさ

っさと出て行ってしまい、成長の

悪いものは放流した場所で命を落

としてしまったと考えられます。

しかし、放流時点の大きさを両グ

ループで比較しても差がありませ

んでした。これらの結果から判断

して、移出や死亡は放流時の魚の

サイズではなく、放流してからの

天然海域への順応能力に依存して

決まっているようです。

放流後にも家系組成は変わるこ

とがわかりました。図４に放流４

日目の水深別家系組成と放流時の

ヒラメの家系組成も比較のために

載せておきました。大家族の

Fam1は沖合いで約54％を占め

ていました。つまり、半数以上を

一つの兄弟姉妹で占めていること

になります。元気なヒラメが沖の

ほうに移動することを考えると、

このFam1と言う家族は自然界で

もバイタリティーがあり、放流し

てからさらに勢力を伸ばして行っ

たようです。一方、Fam2のよう

に放流後いなくなってしまう家系

もありました。これらの結果は、

放流後の天然環境への順応の程度

を表していると考えられます。

もう少し、多様性を実感できる

ように多様度指数という指標を使

ってみると、４日目の沖合いで多

様性が非常に低くなることがわか

ります（図５）。具体的には種苗

生産初期の多様度が10.9なのに

対して3.5まで下がっています。

また、実際に機能していた親の数

をみると（図６）、わずか6.5尾

とせっかく48尾の親がいるのに

8分の1程度しか働いていないこ

とがわかりました。

当然放流効果をあげるための研

究は必要です。しかし、将来にわ

たって放流事業を続けていくため

には問題点の整理が不可欠です。

遺伝的な多様性を維持するために

は、親の数を増やすだけでなく、

人工授精などにより、家系の偏り

を減らしていくことが大切でしょ

う。放流事業の問題点にどのよう

に対処し、どのような管理方法を

考えるかは試験研究機関の役割で

す。しかし、これからは生産者の

方も「責任ある放流」という観点

で放流事業を考えることが大切な

ことではないでしょうか。

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

図６　有効な親魚数の変化

もし、全ての親魚が産卵に参加していると有効な親魚数は46.7になります。しかし、6
回の有効な親魚数は平均9.9でした。つまり、現実には20％程度しか親魚として機能して
いないことがわかりました。

図５　家系の多様性の変化

放流後の
家系組成の変化
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厚田の女性部員は現在35人、

他の女性部同様高齢化と部員減少

が心配の種ですが、若い組合員が

入るので、その奥さんたち3～4

人が増える予定です。

女性部ではコンブを組合から買

って250gの袋詰めにしてイベン

トなどで売って活動資金をつくっ

ています。去年、ふるさとあきあ

じ祭りで１袋200円にしてコン

ブの詰め放題をやったところ大好

評だったので、数を増やして今年

もまたやろうと思っています。

植樹はずっと続けていますが、

一昨年から趣向を凝らし、苗づく

りから始めました。森林は地元の

木でつくるのが良いという話を聞

き、森林センターの指導を受けて、

自分たちで苗床をつくり、地元の

木から種をとって育てています。

毎年１回、１泊で研修旅行を行

っています。また、勉強会の月を

設けて手芸を習ったりと、女性部

としては、けっこう行事が多い方

だと思います。

朝市や浜仕事、飯ずしの仕込み

など、ほとんどの女性部員は年中

忙しく働いていますが、その中で

それぞれが時間を作って活動に参

加してくれています。

最近、魚が獲れなくなっていま

すが、朝市のおかげで助かってい

ます。市場には数がまとまらない

と出荷できませんが、朝市なら、

かかった魚は半端でも売ることが

でき、現金収入が入ります。毎日

店を開けているのは大変ですが、

欲しかったものが手に入った、来

たかいがあったとお客さんに喜ば

れると励みになります。

朝市は来年から場所を移し、各

漁家で建物を建てて周年行えるよ

うになります。浜の活性化につな

がれば良いなと思っています。

朝市で浜の活性化を

石狩湾漁協厚田地区女性部長

中井寿美子さ
ん


